
ラ
ジ
イ
と
ス
ダ
ジ
イ
の
二
種
類
が
あ
る
が
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
の
方
が
多
い
。
ど

ち
ら
と
も
非
常
に
よ
く
似
て
お
り
、
堅
果
を
見
な
い
と
判
別
し
難
い
の
で

組
成
表
で
は
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
と
し
て
挙
げ
た
。
一
般
的
に
は
ス
ダ
ジ
イ
は
海

岸
寄
り
の
地
域
に
、
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
は
内
陸
の
地
域
に
分
布
す
る
種
類
で
あ

る
。町

内
の
五
か
所
の
森
を
総
合
す
る
と
高
木
層
は
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
に
次
い
で

ク
ロ
キ
、
カ
ク
レ
ミ
ノ
、
タ
ブ
ノ
キ
な
ど
、
亜
高
木
層
は
ミ
ミ
ズ
バ
イ
、

ア
ラ
カ
シ
、
モ
チ
ノ
キ
な
ど
、
低
木
層
は
ヒ
サ
カ
キ
、
サ
カ
キ
、
イ
ヌ
ビ

ワ
な
ど
、
草
本
層
は
ヤ
ブ
ラ
ン
、
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
、
オ
オ
ア
リ
ド
ウ
シ
、

ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
、
オ
オ
カ
グ
マ
、
ホ
ソ
バ
カ
ナ
ワ
ラ
ビ
な
ど
の
被
度
や
常
在

度
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
照
葉
樹
林
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
し
か

し
、
仲
哀
山
地
な
ど
と
同
様
に
低
地
に
お
い
て
も
、
一
般
の
照
葉
樹
林
で

は
普
通
種
で
あ
る
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
と
ア
オ
キ
が
ほ
と
ん
ど
出
現
し
な
い
。

胸
の
観
音
で
は
第
一
駐
車
場
の
上
部
を
調
査
し
た
。
直
径
五
〇
�
、
樹

高
一
五
㍍
の
や
や
古
い
す
ぐ
れ
た
シ
イ
林
で
あ
る
。
シ
イ
の
樹
下
に
は
亜

高
木
や
低
木
の
ミ
ミ
ズ
バ
イ
、
草
本
層
に
オ
オ
カ
グ
マ
の
多
い
林
で
あ

る
。
綾
塚
古
墳
で
は
二
又
池
に
続
く
斜
面
を
調
査
し
た
。
こ
こ
で
は
シ
イ

に
ク
ロ
キ
、
カ
ク
レ
ミ
ノ
、
ア
カ
ガ
シ
、
ア
ラ
カ
シ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
リ
ョ

ウ
ブ
な
ど
が
交
じ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
低
地
に
ア
カ
ガ
シ
が
出
現
す

る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
る
。
勝
山
神
社
で
は
長
い
参
道
の
両
側
に
帯
状

に
シ
イ
林
が
残
り
、
他
は
人
工
林
化
し
て
い
る
。
し
か
し
、
社
殿
跡
の
左

側
に
は
シ
イ
林
が
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
る
。
箕
田
大
池
で
は
南
側
の
手
前

に
ヒ
ノ
キ
林
が
あ
り
、
そ
れ
を
抜
け
る
と
自
然
林
と
な
る
。
シ
イ
の
他
に

は
ク
ロ
キ
と
カ
ク
レ
ミ
ノ
が
多
い
。
扇
八
幡
古
墳
は
六
世
紀
前
半
の
前
方

後
円
墳
で
あ
る
。
古
墳
上
や
そ
の
周
辺
に
は
大
径
木
が
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
低
木
や
草
本
は
刈
ら
れ
て
一
見
公
園
化
さ
れ
て
い
る
。
樹
木
の
主
な

種
類
は
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
、
イ
チ
イ
ガ
シ
、
シ
ラ
カ
シ
、
シ
ロ
ダ
モ
、
ナ
ナ
メ

ノ
キ
、
エ
ノ
キ
、
ク
ス
ノ
キ
、
ミ
ミ
ズ
バ
イ
、
ヤ
ブ
ニ
ッ
ケ
イ
、
ク
ロ
キ
、

カ
ク
レ
ミ
ノ
、
モ
チ
ノ
キ
、
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
、
エ
ゴ
ノ
キ
、
ホ
ソ
バ
タ
ブ
、

ネ
ズ
ミ
モ
チ
、
イ
ヌ
ガ
シ
、
サ
カ
キ
な
ど
の
自
然
木
と
イ
チ
ョ
ウ
や
ス
ギ

の
植
栽
で
あ
る
。
周
囲
四
四
〇
�
、
高
さ
二
三
㍍
の
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
や
周
囲

三
二
四
�
、
高
さ
二
五
㍍
の
イ
チ
イ
ガ
シ
、
そ
れ
に
分
布
の
ま
れ
な
ヤ
マ

モ
ガ
シ
の
存
在
が
目
を
引
く
。
調
査
は
人
の
手
の
入
っ
て
い
な
い
北
側
で

行
っ
た
。
こ
こ
で
は
樹
下
に
ク
ロ
キ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ミ
ミ
ズ
バ
イ
が
多
く

見
ら
れ
、
草
本
層
は
オ
オ
ア
リ
ド
ウ
シ
と
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
で
埋
ま
っ
て
い

た
。四

長
峡
川
の
植
生

長
峡
川
の
本
町
最
下
流
に
あ
た
る
上
田
橋
か
ら
上
流
の
岩
熊
橋
及
び
上

河
内
橋
ま
で
の
間
を
平
成
十
三
年
十
月
に
調
査
し
た
。
川
の
中
の
植
生
は

洪
水
に
よ
り
、
ま
た
、
堆
積
し
た
土
砂
や
生
え
た
植
物
を
除
去
す
る
な
ど

の
作
業
に
よ
り
川
の
中
の
状
況
が
絶
え
ず
変
化
し
て
い
る
た
め
に
同
じ
場

所
に
同
じ
植
生
が
い
つ
も
見
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
。
特
に
平
成
十
四
年

夏
に
は
た
び
た
び
洪
水
が
発
生
し
た
の
で
こ
こ
に
記
し
た
状
況
は
す
で
に
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か
な
り
変
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

上
田
橋
付
近
は
止
水
域
で
あ
る
。
大
分
八
幡
宮
前
で
は
カ
イ
ツ
ブ
リ
や

バ
ン
が
す
み
つ
い
て
お
り
、
コ
イ
や
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
も
泳
い
で
い
た
。
畠

鉾
橋
に
は
堰
が
あ
り
、
そ
の
直
下
の
深
み
に
は
オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
と
ヒ
シ
の

群
落
が
あ
っ
た
。
こ
の
堰
か
ら
上
流
の
下
川
原
橋
ま
で
は
マ
コ
モ
と
ヒ
メ

ガ
マ
の
群
落
で
埋
ま
り
、
一
部
に
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
、
ヒ
シ
、
カ
ン
ガ
レ
イ

な
ど
の
小
群
落
が
見
ら
れ
た
。
下
川
原
橋
か
ら
黒
田
橋
ま
で
の
間
は
完
全

に
ツ
ル
ヨ
シ
で
埋
ま
り
、
水
が
ど
こ
を
流
れ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
状
態

で
あ
っ
た
。
川
の
中
の
陸
地
化
し
た
部
分
で
は
カ
ナ
ム
グ
ラ
や
ミ
ゾ
ソ
バ

の
群
落
が
見
ら
れ
た
。
長
峡
川
の
両
岸
は
ほ
と
ん
ど
ブ
ロ
ッ
ク
で
固
め
ら

れ
て
い
る
が
、
土
の
あ
る
斜
面
や
そ
の
上
方
の
路
肩
に
あ
た
る
部
分
に
は

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
ク
ズ
、
カ
ラ
ム
シ
、
ク
ワ
モ
ド
キ
、
カ
ナ
ム

グ
ラ
、
セ
イ
バ
ン
モ
ロ
コ
シ
、
ア
レ
チ
ハ
ナ
ガ
サ
な
ど
の
群
落
が
見
ら
れ

た
。黒

田
橋
の
上
流
部
は
写
真
の
よ
う
に
わ
ず
か
な
水
路
を
開
け
て
全
面
を

植
物
が
覆
っ
て
い
る
。
水
路
に
沿
っ
て
ツ
ル
ヨ
シ
、
マ
コ
モ
、
ミ
ゾ
ソ
バ

な
ど
が
あ
り
、
岸
辺
に
向
か
っ
て
ヤ
ナ
ギ
タ
デ
、
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
、
オ
ナ
モ

ミ
、
ク
ワ
モ
ド
キ
な
ど
が
、
浅
い
止
水
部
に
は
オ
オ
カ
ナ
ダ
モ
、
ヤ
ナ
ギ

モ
、
オ
オ
フ
サ
モ
、
カ
ン
ガ
レ
イ
な
ど
が
生
育
し
て
い
る
。
黒
田
橋
上
流

約
五
〇
〇
㍍
の
折
口
橋
付
近
に
は
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
の
大
き
な
群
落
が
あ

る
。
ホ
テ
イ
ア
オ
イ
は
浮
遊
状
態
の
時
は
葉
柄
に
ま
る
い
浮
嚢
が
で
き
る

が
、
過
密
状
態
で
は
そ
れ
は
で
き
ず
、
葉
柄
は
立
ち
上
り
長
さ
八
〇
�
に

も
伸
び
て
別
の
植
物
の
よ
う
に
な
る
。

更
に
上
流
の
箕
田
橋
か
ら
は
水
路
に
沿
っ
て
ツ
ル
ヨ
シ
と
キ
シ
ュ
ウ
ス

ズ
メ
ノ
ヒ
エ
、
や
や
岸
寄
り
に
ミ
ゾ
ソ
バ
、
ヤ
ナ
ギ
タ
デ
、
オ
オ
イ
ヌ
タ

デ
、
更
に
岸
辺
に
ジ
ュ
ズ
ダ
マ
、
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
ア
ゼ
ガ

ヤ
、
ゴ
キ
ヅ
ル
な
ど
が
生
育
す
る
。

長
川
橋
付
近
に
は
人
家
が
並
び
、
川
は
管
理
さ
れ
、
草
は
な
く
、
放
流

さ
れ
た
コ
イ
が
悠
然
と
泳
い
で
い
る
。

松
ノ
木
橋
付
近
で
は
流
れ
の
中
に
は
ヤ
ナ
ギ
モ
、
浅
い
所
に
は
オ
ラ
ン

ダ
ガ
ラ
シ
が
現
れ
、
斜
面
な
ど
の
や
や
乾
い
た
所
に
は
ゴ
キ
ヅ
ル
の
群
落

が
あ
る
。
こ
の
す
ぐ
上
流
で
、
浦
河
内
か
ら
と
矢
山
か
ら
の
川
が
合
流
し

て
い
る
。
浦
河
内
か
ら
の
川
は
流
れ
が
や
や
急
で
、
川
の
中
に
は
大
き
な

岩
も
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
ツ
ル
ヨ
シ
で
埋
ま
っ
て
い
る
。
一
方
、
矢
山
側
の

写真１―１６ 長峡川黒田橋上流の河辺植生
マコモやツルヨシの群落

写真１―１７ 長峡川の氾濫原に茂るゴキヅル
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川
は
岩
熊
ま
で
静
か
な
流
れ
で
、
川
土
手
に
ア
ジ
サ
イ
の
植
え
ら
れ
た
付

近
で
は
キ
シ
ョ
ウ
ブ
や
オ
ラ
ン
ダ
ガ
ラ
シ
の
群
落
も
見
ら
れ
る
。
両
河
川

と
も
上
流
は
渓
流
と
な
り
、
五
月
に
は
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
が
舞
う
。

五

水
生
植
物
群
落

町
内
に
は
大
小
四
〇
余
り
の
溜
池
が
あ
る
。
山
地
の
規
模
が
小
さ
く
、

傾
斜
が
急
で
保
水
力
に
乏
し
い
た
め

に
た
く
さ
ん
の
溜
池
が
必
要
と
な

る
。近

年
、
ほ
と
ん
ど
の
溜
池
で
土
手

や
側
壁
な
ど
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ

て
き
た
が
、
そ
の
割
に
は
多
く
の
貴

重
な
水
生
植
物
が
発
見
さ
れ
た
。
お

そ
ら
く
工
事
の
際
に
池
の
中
の
ヘ
ド

ロ
を
完
全
に
除
去
し
な
か
っ
た
こ
と

が
植
物
の
保
存
に
つ
な
が
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
溜
池
の
周

辺
に
人
家
が
少
な
く
、
生
活
排
水
な

ど
の
汚
水
の
流
入
が
な
い
こ
と
が
幸

い
し
て
い
る
。

調
査
は
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
行
っ

た
の
で
、
ど
の
溜
池
も
満
水
状
態
で

あ
り
、
池
の
底
ま
で
把
握
で
き
た
と
は
い
え
な
い
。
水
生
植
物
の
中
に
は

稲
の
刈
り
入
れ
後
に
溜
池
の
水
が
落
と
さ
れ
、
干
潟
に
な
っ
た
所
に
出
現

す
る
種
類
も
多
い
。
し
か
し
、
近
年
、
水
を
落
と
さ
な
い
池
が
た
く
さ
ん

表１―５ 保護上重要な水生植物

生 育 地

上野（未確認）

二又池（ 〃 ）

長迫池（ 〃 ）

二又池、古池、長迫池

箕田大池

長迫池

長迫池、加廊戸池

原田大池、綿打池

岩熊

古池、堂ヶ迫池、山田池

綿打池、古池

小古野池、上野

古池、二又池、長迫池、新池、升田

池、小松池、中尾池、原田大池

堂ヶ迫池、小松池

新池

綿打池、亀田池、新池

升田池

福岡県レッドデータ

ブックのカテゴリー

絶滅危惧ⅠＡ類

〃

〃

絶滅危惧ⅠＢ類

〃

〃

〃

絶滅危惧Ⅱ類

準絶滅危惧

なし

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

種 類

オオバシナミズニラ

ミカワタヌキモ

ヤナギスブタ

ノタヌキモ

オニバス

ミズオオバコ

センニンモ

ガガブタ

カワヂシャ

ジュンサイ

ヒツジグサ

ミズワラビ

イヌタヌキモ

ナガレミズヒキモ

ホソバミズヒキモ

エゾミソハギ

ミズユキノシタ

表１―４ 水生植物の生育形による分類

・根は水底に固着せず、水面または水中に浮遊している→浮遊植物：

ホテイアオイ、ボタンウキクサ、ウキクサ、ノタヌキモなど

・根は水底に固着している

１．葉は水面より上に伸びている→抽水植物：ヒメガマ、マコモ、

カンガレイ、オオフサモ、ハスなど

２．葉は水面に浮いている→浮葉植物：ヒシ、ガガブタ、ジュンサ

イ、ヒルムシロ、オニバス、ヒツジグサなど

３．植物体は水面下にある→沈水植物：オオカナダモ、クロモ、ヤ

ナギモ、ミズオオバコなど
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